
国立研究開発法人理化学研究所の
中長期目標に関するフローチャート

基礎研究振興課

：取組

：アウトプット

：期待されるアウトカム
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・国家戦略及び未来の社会像を分析し、方向性をビジョンとして取り
まとめ、研究開発に活かしていく機能の強化

・理事長の裁量による予算の機動的措置や、最適な予算配分

・外部有識者による研究開発及び法人運営への提言や評価、中核
的研究者による科学的見地からの助言による課題抽出等

（１）理事長のリーダーシップによる研究所運営を支える体制・機能の強化

・理事長の研究所運営判断
を支える体制・機能の強化

・他の機関の模範となる運営シス
テムの構築による研究開発成果の
最大化の実現

・大学との間での、組織的に連携するハブとしての機能の構築
・ハブ機能を中核とした地方自治体や地域産業との連携の強化

・産業界との組織的かつ大型の共同研究等の取組の強化
・組織連携の強化によるオープンイノベーションの推進
・法人発ベンチャーの育成・支援のための組織的取組の強化

（３）関係機関との連携強化等による研究成果の社会還元の推進

・革新的研究シーズの社会
還元の加速

（４）我が国の持続的なイノベーション創出を支える新たな科学の開拓・創成

３．１ 研究開発成果を最大化し、イノベーションを創出する研究
所運営システムの構築・運用

・組織横断的かつ柔軟な研究体制やネットワークの構築

・健康・医療分野等でのオールジャパンでの研究成果の実用化に向
けた橋渡しへの貢献

・研究所内の組織・分野横断的な融合研究の実施

・卓越した研究実績と高い見識及び指導力を有する研究者による、
豊かな知見・想像力を活かした研究開発 ・新たな研究領域を開拓・創成

・インパクトのある新しい革新
的研究シーズの創出

・研究者等の任期の長期化や一部の無期雇用化を含む、人事制度
の改革・運用等の取組の推進

・国内外の優秀な研究者の受入や育成・輩出、海外の機関との連携
による、国際頭脳循環のハブとしての機能の強化

・研究支援者やコーディネート人材、適切な事務体制の構築等、研
究活動を強力に支える機能・体制の構築

（２）世界最高水準の研究成果を生み出すための研究環境の整備や優秀な研究者の育成・
輩出等

・活気ある研究環境の整備

・わかりやすい研究活動や研究成果の情報発信による、国内外から
の理解・支持を得るための取組の推進
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（１）革新的知能統合研究

・数学・数理科学を軸として、物理学、化学、生物
学等における理論科学や計算科学等の融合

・自然科学の基本問題（宇宙や生命の起源等）の解決に向
けた取組

・解明可能な社会課題の発掘
・国家的・社会的ニーズに応える諸課題の解決を推進する人材の育成

・国家的・社会的ニーズに応えるための諸課題（自然
現象や社会現象の数理モデリング技術の進展等）の
解決に向けた取組

（２）数理創造研究

・大規模データからの情報
抽出や高度に複雑なシステ
ムの制御

・既存学問分野で個別に進化してきた
科学的方法の共有・結合

（３）生命医科学研究

３．２ 国家戦略等に基づく戦略的な研究開発の推進
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汎用基盤研究
・深層学習の原理解明に寄与する理論
・次世代の革新的人工知能基盤技術

目的指向研究
・日本が強みを有する分野の科学研究の更なる強化
・わが国が抱える社会課題の解決

社会における人工知能研究
・人工知能と人との関係としての倫理、法制度のあり方、
個人データの流通に関する問題への対応等

人材育成

・新しい人工知能基盤技術の構築
・目的に応じた人工知能等の基盤
技術を実装した解析システムの実現
・情報発信による世界的な合意形成

「超スマート社会」の実現

・ヒト化マウス等の基盤技術開発

・ヒト免疫系基本原理の解明

センターの成果を融合したがん免疫研究

・疾患関連遺伝子の網羅的同定、一細胞技術を活用した機能性ゲノ
ム解析研究

・遺伝子レベルでの層別化

・発症メカニズムの包括的
解明

・個別化医療・予防医療の
実現



・細胞状態の診断と評価手法の確立を目指した非侵襲による可視
化技術と予測・捜査手法の開発

・健康・正常状態を測定するための非・低侵襲の計測技術の開発

・次世代の再生医療を目指した臓器の立体形成機構とその制御原
理の解明

（４）生命機能科学研究

・発生から成長・発達・老化
までの分子レベルから個体
レベルに至る生命機能維持
の仕組みの解明

・加齢に伴う機能不全の克服

（５）脳神経科学研究

・植物や微生物からの有用物質の合成

・植物の形質改良

・有用機能を持つ高分子素材の開発

・地球資源を利用する高機能資源化触媒の開発

（６）環境資源科学研究

・食料、バイオマス、医薬品・
化学工業原料等を少ない環
境負荷で効率的に生産する
革新的な技術の開発

・資源枯渇、気候変動、食料
不足等の地球規模の課題の
解決

・植物科学、微生物学、化学等の融合

・ゲノム情報、環境データ等を活用したデータ科学
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・ヒト脳高次認知機能に関わる脳領域同定と作動機序の解明

・データ駆動型脳科学による脳の計算原理の同定と理論モデル構築

・脳の遺伝子レベルから表現型レベルまでの全階層を対象にした横
断的研究

・ヒト脳の構造と機能の理解
・ヒト脳の高次機能の解明

・精神・神経疾患の克服による健康
寿命の延伸
・人工知能の高度化等

・精神・神経疾患メカニズムの解明と診断・治療法の開発



人との親和性に優れたソフトロボティクス等への貢献を目指す創発機
能ソフトマテリアルの研究開発

省エネルギーエレクトロニクスの実現に貢献するトポロジカルスピンエ
レクトロニクスの研究開発

低消費電力で超高速・高効率情報処理を行う量子計算技術や物性予
測の実現に貢献する量子情報電子技術の研究開発

（７）創発物性科学研究

・革新的なハードウェアの創
製を可能にする新しい学理
の構築と概念実証デバイス
の開発

・環境調和型の持続可能な社
会の実現

・重イオンビームによる農業・工業・RI医薬等の産業応
用の推進

・元素合成過程の解明等の原子核基礎研究

・原子番号119番以上の新元素合成に挑み、「安定原
子核の島」への到達に向けた核合成技術の確立

（９）加速器科学研究

・原子核・素粒子物理の進
展、研究成果を生かしたRI
応用技術の高度化

・物質の根源的理解

・食料・健康・環境・エネルギー・
資源問題の解決

・RIビームファクトリ―の加速器施設の高度化
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革新的なエネルギーの創成・輸送機能の実現を目指すエネルギー機
能創発物性の研究開発

（８）光量子工学研究

・超高精度レーザー、極短パルスレーザーの発生・制御・計測技術
の研究開発

・非破壊検査技術、レーザー計測技術等の研究開発

・テラヘルツ光発振・計測技術の研究開発

・光・量子技術による「超スマート社
会」の実現への貢献

・顕微計測技術とレーザー加工技術を融合した精密加工・極微光計
測技術の研究開発

・革新的な計測技術、情報・
エネルギー伝達技術、加工
技術の強化等



・整備したバイオリソースの利活用に資する研究開発

・保存・利用技術等の基盤技術開発

・バイオリソースの戦略的な整備

（２）放射光科学研究

・利用価値、付随情報、品質
等について世界最高水準の
バイオリソースの提供

・基礎基盤研究から社会的課
題の解決への貢献

・人材育成、技術移転のための技術研修や普及活動

３．３ 世界最先端の研究基盤の構築・運営・高度化
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・共用法に基づくスーパーコンピュータ「京」の着実な共用

・「京」からポスト「京」への円滑な移行

・早期運用開始を目指したポスト「京」開発の実施

（１）計算科学研究

・研究者等への必要な計算
資源の提供
・成果創出、普及の促進

・社会的・科学的課題の解
決への貢献

・「京」及びポスト「京」で得られた知見の発展

（３）バイオリソース研究

・共用法に基づくSPring-8、SACLAの安定的な運転による利用者への
着実な共用

・学術界及び産業界による
SPring-8、SACLAの利用促進

・SPring-8、SACLAと相補的
な構造解析の推進

・社会的・科学的課題の解決
への貢献

・データ処理技術の高速・大容量化等の利用技術の高度化
・利用者支援体制の拡充
・施設性能の強化等

・クライオ電子顕微鏡、高性能NMRの開発


